
⽇本医療・病院管理学会 専⾨家制度（仮称）案 
 
【趣旨】 

医療・病院管理学における専⾨家を育成し、我が国における保健・医療・福祉分野におけ
る諸問題を多⾯的に考究し、社会の進歩と⼈類の福利に貢献するため、⽇本医療・病院管理
学会における専⾨家制度(仮称)を設⽴する。 

 
【専⾨家(仮称)の⽬的・⽬指す姿】 
医療管理（マネジメント、経営、政策、分析・研究）の専⾨性・⼒量の継続的向上を⽬指し、
積極的な⽣涯学習制度を確⽴し、以下を⽬指す。 
・⽣涯研修の推進ならびに⼈材基盤の強化を図る。 
・当学会に集まる⾼度専⾨⼈材の⼒をもっと引き出し、個々のネットワークも拡充し、お互

いに成⻑する場をつくる。 
・医療介護のマネジメントと制度・政策をリードし、成⻑するコアグループを形成する。 
 
【専⾨家(仮称)の特典・メリット】 
・医療・病院管理の専⾨領域において⾃⼰研鑽を継続している者として、学会にお墨付きを

もらっていることを、世の中に⽰すことができる。 
・学会 HP に、専⾨家の⽒名（所属、専⾨領域：⾃由記載）を公表することとする。 
・そのリストに、⾃ら作成したプロフィール(A4pdf１枚を想定)をリンクする。そこには、

専⾨性やできること（例：講演や⽀援の内容）なども記載することとする。 
・医療・病院管理の専⾨実務活動や学術研究などのテーマをもった⾃主研究会への参加や、

テーマの提案ができる。 
（以下は、今後の検討により、特典・メリットとなりうる） 
・学術総会でシンポジウムの企画を申請することができる（案）。 
・政策提⾔活動に参加できる、テーマを提案できる（案）。 
・ワーキングペーパーや実践活動記録を学会 HP の該当セクションにて公表できる（案）。 
 
【規約案・審査⽅法案】 
別添のとおり 
 
【名称案】 
委員会議論としては、以下の名称が有⼒である（別添のとおり）。 

〇 ⽇本医療・病院管理学会認定フェロー 
〇 ⽇本医療・病院管理学会認定専⾨家    



【スケジュール（案）】 
〔２０２２年６⽉理事会   専⾨家制度(仮称)案について〕〔終了〕 
・２０２２年８⽉２２⽇理事会 専⾨家制度(仮称)案及び計画の説明・審議〔終了〕 
・２０２２年９〜１０⽉頃    パブリックコメント（約１ヶ⽉） 
・２０２２年１１⽉頃     運営準備 
・２０２２年１２⽉頃理事会 専⾨家制度(仮称)の内容を正式に決定 
・２０２３年１〜３⽉頃    広報開始 
・２０２３年４〜６⽉頃  申込受付及び審査開始 
・２０２３年７〜８⽉    審査結果の送付 
・２０２３年９⽉      認定証の送付 

 


